
製
造
者
の
住
所
・
氏
名

工
場
の
所
在
地
及
び
名
称

認
定

番
号

浄
化

槽
の

名
称

建
築
基
準
法
第
6
8条
の
2
6第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
施
行
令
第
3
5条
第
１
項
の
規
定
に
適
合
：
嫌
気
ろ
床
担

体
流
動
循
環
ろ
過
方
式

愛
知
県
名
古
屋
市
千
種
区
今
池
四
丁
目
１
番
４
号
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
工
業

j

代
表
取
締
役
社
長
渡
辺
嘉
一

北
海
道
札
幌
市
西
区
発
寒
十
五
条
十
三
丁
目
４
番
6
0号

札
幌
ボ
デ
ー
工

業
j

北
海
道
赤
平
市
字
赤
平
6
5
1番
地
２
札
幌
ボ
デ
ー
工
業
j
赤
平
工
場

栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
大
字
高
久
甲

2
6
9
1
`
２

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
工
業

j
那
須
工
場

福
岡
県
飯
塚
市
綱
分
1
4
7
1
`
７
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
工
業
j
飯
塚
工
場

５
`
0
9
`
Ｈ
`
0
0
1

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
Ｐ
Ｃ
Ｎ
`
5
1Ａ
～
2
0
0
0Ａ

〃
0
0
1
`
１

〃
Ｐ
Ｃ
Ｎ
`
5
1Ｂ
～
2
0
0
0Ｂ

〃
0
0
1
`
２

〃
Ｐ
Ｃ
Ｎ
`
5
1Ｃ
～
2
0
0
0Ｃ

〃
0
0
1
`
３

〃
Ｐ
Ｃ
Ｎ
`
5
1Ｄ
～
2
0
0
0Ｄ

〃
0
0
1
`
４

〃
Ｐ
Ｃ
Ｎ
`
5
1Ｅ
～
2
0
0
0Ｅ

〃
0
0
1
`
５

〃
Ｐ
Ｃ
Ｎ
`
5
1Ｆ
～
2
0
0
0Ｆ

製
造
者
の
住
所
・
氏
名

工
場
の
所
在
地
及
び
名
称

認
定

番
号

浄
化

槽
の

名
称

建
築
基
準
法
第
6
8条
の
2
6第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
施
行
令
第
3
5条
第
１
項
の
規
定
に
適
合
：
嫌
気
ろ
床
担

体
流
動
循
環
ろ
過
方
式

愛
知
県
名
古
屋
市
千
種
区
今
池
四
丁
目
１
番
４
号
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
工
業

j

代
表
取
締
役
社
長
渡
辺
嘉
一

北
海
道
札
幌
市
西
区
発
寒
十
五
条
十
三
丁
目
４
番
6
0号

札
幌
ボ
デ
ー
工

業
j

北
海
道
赤
平
市
字
赤
平
6
5
1番
地
２
札
幌
ボ
デ
ー
工
業
j
赤
平
工
場

栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
大
字
高
久
甲

2
6
9
1
`
２

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
工
業

j
那
須
工
場

福
岡
県
飯
塚
市
綱
分
1
4
7
1
`
７
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
工
業
j
飯
塚
工
場

５
`
0
9
`
Ｈ
`
0
0
2

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
Ｐ
Ｃ
Ｎ
`
5
1Ｗ
～
2
0
0
0Ｗ

平成™˜年Ÿ月™—日 木曜日 第œ˜šŸ号官 報

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
八
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十

九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を

し
た
の
で
、同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
事
業
地
の
一
部
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
第
六

十
九
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
土
地
収
用
法
第
三
十

一
条
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
後
の
収
用

の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
の
で
、
都
市
計
画
法
第
七
十
二
条

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
あ
わ
せ
て
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
日

関
東
地
方
整
備
局
長

菊
川

滋

一

施
行
者
の
名
称

栃
木
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

大
田
原
都
市
計

画
道
路
事
業
三
・
四
・
二
号
西
那
須
野
線
及
び
三
・

四
・
一
号
中
田
原
美
原
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
日
至

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

栃
木
県
大
田
原
市
新
富
町
一
丁
目
、
城

山
一
丁
目
、
中
央
一
丁
目
、
山
の
手
一
丁
目
、
住
吉

町
一
丁
目
及
び
住
吉
町
二
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

五

使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
事
業
地

栃
木
県
大
田

原
市
中
央
一
丁
目
地
内

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
決
定
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

四
百
七
十
五
号

`

道
路
の
区
域

区

間

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

岐
阜
県
揖
斐
郡
大
野
町
大
字
下
磯
字
流
レ
四
〇
九
番
二
か
ら
大
垣
市
池

尻
町
字
深
田
一
〇
二
四
番
二
ま
で

二
四
∑
四
〇
〜
三
七
〇
∑
〇
〇

六
・
三
六
三

岐
阜
市
大
字
山
県
北
野
字
西
山
下
一
四
〇
一
番
七
か
ら
山
県
市
大
字
東

深
瀬
字
戸
羽
七
七
番
四
ま
で

二
六
∑
五
〇
〜
一
四
一
∑
〇
〇

三
・
八
三
四

a

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
岐
阜
国
道
事
務
所

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
六
号

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
八
月
七
日

付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
工
場
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
浄
化
槽
の
型
式
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
七
号

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
八
月
七
日

付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
工
場
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
浄
化
槽
の
型
式
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
三
十
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

神
奈
川
県
横
須
賀
市
夏
島
町
二
番
地
一
五

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

Ë

北
緯
三
二
度
一
〇
分
、
北
緯
三
二
度
三
〇
分
、

東
経
一
三
四
度
五
〇
分
、
東
経
一
三
五
度
一
〇
分

の
各
経
緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域

ô

北
緯
三
二
度
一
四
分
一
二
秒
、
北
緯
三
二
度
三

〇
分
、
東
経
一
三
四
度
一
六
分
一
八
秒
、
東
経
一

三
四
度
四
一
分
の
各
経
緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域

ã

北
緯
三
二
度
五
〇
分
、
北
緯
三
三
度
一
〇
分
、

東
経
一
三
六
度
二
〇
分
、
東
経
一
三
七
度
の
各
経

緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域

ロ

期
間

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
平
成

二
十
一
年
九
月
十
一
日
ま
で

三

水
路
測
量
の
実
施
方
法

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
位
、
マ

ル
チ
ビ
ー
ム
音
響
測
深
機
に
よ
る
測
深

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
処
置

イ

水
路
測
量
に
従
事
す
る
船
舶
は
、
水
路
業
務
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）

第
六
条
に
定
め
る
標
識
を
掲
揚

ロ

四
管
区
水
路
通
報
第
三
十
三
号
（
平
成
二
十
一
年

八
月
十
四
日
発
行
）、
五
管
区
水
路
通
報
第
三
十
三

号
（
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
一
日
発
行
）

Ÿ
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